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諸国探訪諸国探訪
心理学史心理学史 ニュージーランド

立命館大学総合心理学部教授。反証され得ない理論は
科学的ではないという反証主義や，著書『科学的発見の
論理』で知られるカール・ポパーは，一時期ニュージー
ランドで教職についていた。ナチスの手から逃れるため
亡命していたからである。本文では触れられなかったが
大事な史実である。

サトウタツヤ

　 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド（New 
Zealand）は，オセアニアに位置
し，オーストラリア大陸（オース
トラリア連邦）とは2,000km離れ
ている。マオリ語ではアオテアロ
ア（Aotearoa）で，その意味は

「白く長い雲（のたなびく地）」で
ある。国鳥はKiwi。
　 心 理 学 の 最 初 の 教 授 職 は
ニュージーランド大学のオタゴ

（Otago）カレッジで，南島のダ
ニーデンにニュージーランドで初
めて設立された大学（1873）であ
る。オタゴカレッジはスコット
ランドの影響を受けていたため，
ちょうどその時期に誕生しつつ
あった近代心理学に関する知識も
ニュージーランドに取り入れられ
ることになった。

Otago College
https://nzhistory.govt.nz/page/university-

otago-founded

　 そ の 最 初 の 教 授 は 連 想 心 理
学 の 父・ ベ イ ン（Alexander 
Bain；1818–1903） の も と で 学
んでいたマクグレゴー（Duncan 
MacGregor；1843–1906）であっ
たが，「精神哲学ならびに道徳哲
学」の教授であり，心理学はあく
まで哲学の一部でしかなかった。
　マクグレゴーのもとで学んだ
ハ ン タ ー（Thomas Alexander 
Hunter；1876–1953）こそ，ニュー
ジーランド心理学の礎を作ったと

されている。彼は近代心理学を視
察するために米英独の大学を訪
れ た（1906–1907）。 中 で も コ ー
ネル大学のティチナー（Edward 
Bradford Titchener；1867–1927）
のもとには3 ヶ月滞在して実験手
法を学び，帰国後の1908年，ヴィ
クトリアカレッジ（ウェリント
ン）に心理学実験室を設置した。

Hunter, Thomas Alexander
https://teara.govt.nz/en/biographies/3h47/

hunter–thomas–alexanderf

　また，ハンターは1906年の外
遊時にペンシルベニア大学・ウィ
トマーの心理学クリニックを訪れ
ていたこともあり，同じくヴィク
トリアカレッジに子どもガイダン
スクリニックを設立した。この時
期のニュージーランドの心理学は
哲学の一部という側面が強く，運
営には困難も伴ったが，言語障
害，非行，精神遅滞，職業選択な
ど，教育と心理学の接点に関する
問題に果敢に取り組んだ。
　1930年， よ う や く 実 験 心 理
学 の 講 師 と し て フ ァ ー ガ ソ ン

（Henry Hall Ferguson）がスコッ
トランドからオタゴカレッジに着
任した。彼は応用心理学（特に教
育心理学）を重視したところに特
徴がある。
　ニュージーランド出身の心理
学者として初めて世界に認識さ
れたのはビーグルホール（Ernest 

Beaglehole；1906–1965）である。
彼はハンターのもとで心理学を学
び，博士論文『所有：社会心理学
的研究』で文化人類学者の注目を
集めた。後に，アメリカのエド
ワード・サピア（サピア＝ウォー
フの仮説で著名）やその仲間の
ルース・ベネディクト，マーガ
レット・ミードらと盛んに交流し
た。文化とパーソナリティ（心理
人類学）における先駆者であり，
ニュージーランドではマオリ族の
文化人類学的研究をも行った。

Ernest Beaglehole
https://teara.govt.nz/en/biographies/5b15/

beaglehole-ernest

　1948年になってようやくビー
グルホールは初めて心理学を担当
する教授に就任した。
　イギリス連邦の一員としての
ニュージーランドの心理学は，そ
の開始においてイギリスやオース
トラリアと同時期であったが，そ
の後の歩みは少し後れをとった。
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